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【
一
月
の
行
事
報
告
】 

●
成
人
の
日 

一
四
日
、
記
念
式
典
が
「
ま
ど
か
ぴ
あ
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
で
一
〇
五
八
名
の
方
が
成
人
と
な
ら
れ
、

牛
頸
区
で
も
三
八
名
の
方
が
晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

●
災
害
図
上
訓
練 

一
二
月
一
三
日
に
続
き
一
七

日
に
災
害
図
上
訓
練
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
南
コ
ミ
で
開
催

さ
れ
執
行
部
を
中
心
に
６
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

東
日
本
の
震
災
を
受
け
想
定

が
見
直
さ
れ
、
今
月
の
図
上

訓
練
は
＊
＊
年
１
２
月
１
３

日
１
８
時
、
警
固
断
層
で
直

下
型
地
震
、
震
度
６
弱
が
発
生
、
余
震
が
続
き
家
屋
倒

壊
・
火
災
発
生
・
２
車
線
以
上
の
道
路
で
通
行
可
能
・

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
電
話
が
全
て
使
用
不
能
の
想
定
で

始
ま
り
ま
し
た
。
大
野
城
市
で
も
南
地
区
は
断
層
か
ら

離
れ
て
い
て
市
の
他
地
区
と
は
違
い
は
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
ま
ず
緊
急
避
難
す
る
一
時
避
難
場
所
（
公

園
や
公
共
施
設
）
ま
た
地
域
で
避
難
の
中
心
・
拠
点
と

な
る
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
学
校
な
ど
へ
の
避
難

道
の
危
険
個
所
を
確
認
し
た
り
、
土
砂
崩
れ
や
火
災
被

害
の
危
険
度
が
高
い
住
宅
密
集
地
な
ど
の
確
認
し
ま
し

た
。
災
害
時
に
は
通
信
手
段
の
遮
断
な
ど
で
状
況
把
握

に
も
困
難
を
き
た
す
こ
と
も
想
定
さ
れ
、
普
段
の
向
こ

う
三
軒
両
隣
の
付
き
合
い
が
も
の
を
言
い
ま
す
。
お
互

い
に
確
認
を
し
て
助
け
合
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
被
害
も

少
な
く
な
り
ま
す
。
備
え
あ
れ
ば
憂
え
な
し
、
減
災
の

意
識
を
持
ち
た
い
も
の
で
す
。 

●
牛
頸
須
恵
器
窯
跡
整
備
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

二
六
日
、
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
主
催
で
第
４
回

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
南
コ
ミ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
整
備
活
用
の
テ
ー
マ
を
考
え
よ
う
」

で
し
た
。 

 

【
二
月
の
主
な
行
事
予
定
】 

二
日 

 

隣
組
長
会 

三
日 

 

暴
力
追
放
！
地
域
決
起
会
議 
ま
ど
か
ぴ
あ 

六
日 

 

福
岡
県
公
民
館
実
践
交
流
会 

グ
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ 

十
六
日 

大
野
城
市
子
ど
も
・
若
者
育
成
フ
ォ
ー
ラ
ム 

十
六
日 

福
岡
地
区
公
民
館
研
修
会
ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川 

二
一
日 

高
齢
者
と
女
性
団
体
合
同
研
修
会 

二
三
日 

牛
頸
須
恵
器
窯
跡
整
備
計
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
用
の

テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
次
回
最
後
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
生
か
さ
れ
ま
す
。
各
窯
跡

の
見
学
か
ら
始
ま
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
４
回
目
を
迎
え
ア
ン
ケ
ー
ト
や
提
案

な
ど
か
ら
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た
窯

跡
群
の
活
用
計
画
も
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
地
域
の
大
切
な
資
産
を
後
世
に
残
し

活
用
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

【
一
月
の
事
業
報
告
】 以

前
か
ら
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
前
に
信
号

か
横
断
歩
道
を
と
要
望
が
あ
り
ま
し
た

が
、
条
件
が
整
わ
ず
警
察
の
許
可
が
出
な

い
の
で
市
が
実
現
可
能
な
最
善
策
と
し
て

「
交
差
点
注

意
」
と
上
下

車
線
に
道
路

に
表
示
を
し

ま
し
た
。 

ま
た
、
公
民
館
リ
サ
イ
ク
ル
庫
の
分

別
が
出
来
て
い
な
い
ル
ー
ル
違
反
が

見
受
け
ら
れ
た
り
、
倉
庫
扉
が
動
か

な
く
な
っ
た
り
で
修
理
が
続
き
、
表

示
を
見
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
対
応

策
と
し
て
防
犯
カ
メ
ラ
で
リ
サ
イ
ク

ル
庫
の
監
視
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の

順
守
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ス
エ
ち
ゃ
ん
の
牛
頸
ば
な
し 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

第
七
十
三
回 

牛
頸
の
学
校 

そ
の
三 

 

昭
和
四
十
六
年
四
月
、
南
ヶ
丘
に
大
野
南
小
学
校
が
開
校
。
五

十
一
年
に
は
大
利
中
学
校
が
出
来
て
大
利
小
と
大
野
南
の
卒
業

生
が
通
学
開
始
。
更
に
五
十
二
年
（
１
９
７
７
）
牛
頸
区
横
峰
の

丘
に
平
野
小
学
校
が
開
校
し
、
牛
頸
区
在
住
の
四
百
七
十
余
名
が

南
小
か
ら
入
り
ま
し
た
。
平
野
小
開
設
の
時
「
牛
頸
小
」
に
す
る

声
も
挙
が
っ
た
の
で
す
が
、
結
局
「
平
野
」
の
名
を
採
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
五
十
六
年
に
は
上
牛
頸
ハ
セ
ム
シ
に
平
野
中
学
校

が
開
校
し
て
大
利
中
へ
通
っ
て
い
た
生
徒
が
入
校
し
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
七
年
に
月
の
浦
区
が
分
区
、
翌
八
年
月
の
浦
小
学
校
が

開
校
し
て
月
の
浦
区
と
平
野
台
区
の
計
七
一
七
名
が
入
り
、
平
野

小
の
生
徒
は
か
な
り
減
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
お
宮
の
そ
ば
に

始
ま
っ
た
小
学
校
は
四
回
移
転
し
九
回
も
校
名
が
変
わ
る
と
い

う
紆
余
曲
折
の
道
を
辿
り
ま
し
た
。
私
は
終
戦
の
翌
年
に
先
祖
の

地
、
牛
頸
に
住
み
付
い
た
の
で
牛
頸
の
学
校
に
は
通
っ
て
い
ま
せ

ん
。
牛
頸
小
学
校
の
思
い
出
話
は
「
牛
頸
郷
土
史
」
に
詳
し
く
懐

か
し
く
面
白
く
載
っ
て
い
ま
す
。 

竹
田 

準 

 
 
 
 

   第７９号 

２０１３年２月１日 

 （平成２５年） 

 牛頸区公民館発行 

電話 596－3513 

  ＦＡＸ596－3513 



 


